
 Jean-Marie Rimbert ジャン・マリー・ランベール　/　ラングドック地方

品種： アリカンテ・ブーシェ100％

タイプ： 赤

樹齢： 35年

アルコール度数： 12.5%

土壌： 粘土石灰岩

栽培/認証： ビオロジック栽培

収穫： 手摘み

酵母： 自然酵母

SO2： トータル53mg/L

発酵/熟成：

透明感のある濃い目の紫。

カシスやブルーベリーなどのジューシーでストレートな果実味。

クローヴなどのスパイスや、樽由来のバニラのニュアンスと果実味が相まって
まるでブルーベリータルトのような雰囲気があります。

ほどよいタンニンがあり、スルスルと飲み心地の良いワイン。

アリス・シャンテ　2021

テイスティングコメント

ストーリー

ステンレスタンクを用いて、除梗した葡萄をダ
イレクトプレスした後に２週間の発酵・熟成。

ワイン名は、「アリス・シャンテ（・ブーレ）」 … 「飲み過ぎたアリスが歌う」という意味と、葡萄
品種「アリカンテ・ブーシェ」にちなんだダジャレ。


